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工 Body lmageの概念とその諸問題

1. Body lmageに関する概念の諸問題

近年,精薄児や学習障害児の"動き''の問題に注目する報告(小林ら, 1989 ; Shapiro,

1985 ; Chiara, 1982)を日にする｡その原田を説明するために, "Body lmage”という用

語がしばしば用いられる｡人間がある活動を行う時,その活動を支える"何か”が必ず存

在する.それを手がかりに,例えば『水たまりをまた(･』自分をシュミレーショソでき,

結果が『またげない』であれば, 『飛び越す』などの別のシュミレーショソをする｡身体

諸活動の場合の``何か''がBody lmageである｡もし,その情報に歪みがあれば出力で

ある行動に何らかの問題が出てくるということである｡

しかし,この用語の持つ概念と類似語は様々である(高山, 1983)｡第1に用語的な多様

性として,若干のニュアンスほ異なるのだが, "身体に関する情報”といった概念を表現

するものとして,身体像(Shapiro, 1986
;中井,吉川,

1987 ;丸井,
1988 ; Cbiara, 1982),

身体意識(小林ら, 1985, 1988 ; Reihman, 1982),自尊感情(Joseph, 1982)など様々あ

る.第2軒こ概念的多様性として,人格を含めたRandom Access Memory (以下RAMと

略す)と人格を含めない純粋なRAMとして大きく2つに分けられる｡

本研究でほ,その使用や概念の混沌の中にあるBody lmageを生体内のひとつの情報処

理過程としてモデルを設定し,演樺的軒ここれを検証することを目的にするo具体的には,

人格を含めない身体に関する情報処理過程の一部であるRAMとしてこれを捉える｡

2. Body lmageの定義

Pylyshyn (1973)の論文により始まり,多くの認知心理学者等を巻き込んだ｢イメージ

とほ,知覚刺激に類同の画像的コーディングなのか(画像派),情報が高度に処理された
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環境からの刺激

刺激属性の判断
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図1-1 "Body lmage”の持つ情報処理過程モデル

論理的コーディングなのか(命題派)+といったイメージ論争がある｡ (宮崎, 1979)この

論争により安易なイメージ論は姿を消した｡その学問的発展を,本論のテーマであるBody

lmageに取り入れる.具体的には"画像派”の論争終結時の"命題派”の主張取入れ論を

採用する｡つまり両派の主張を対立的に捉えるのではなく,その両者が生体内で行われる

様々な処理に相互作用しながら関与すると考えるoただ,直接的にこの論を導入するので

はなく,まずBody lmageの大まかな構造設定として,より大きな視点に立つGorman

(1969)の定義を軸にする｡そして,その拡充手段として画像一命題的処理という概念を

引用する｡

Body lmage (図ト1参照)ほ,知覚プールと経験プールから構成される(Gorman,

1969)｡知覚プールは,様々な刺激事態に適切に対応するために,経験プール内に存在す

るどのストラテジーを稼動させるかを過去の感覚的経験に照らし合わせ判断する｡経験プ

ールは言語的処理系と画像的処理系から成る｡言語的処理系は論理的ストラテジー集合
体である｡言語的に刺激を処理するが,時によってほ言葉として出力できない｡つまり

Cbomskyの言ういわゆる"普遍的な言語”を含む｡この処理系は,刺激を高度に処理し

組織化するデジタル的な系である｡画像的処理系は,言語的処理系の作用によって形成さ

れた非言語的ストラテジー集合体である｡ 'これは,ある状況の瞬時の全体把撞(K6hler

の"洞察''に類似)を行うアナログ的な系であるoアナログ的という意味で,処理に必要

な精神的労力と時間が少なくて済む(イメージ論争参照).

人は刺激場面に対して適応的に活動しようとする.熟知した場面であれば無意識(画像)

約に情報を処理し,そうでない場合は,あれこれ考えながら意識的に体を動かす(言語的

処理による画像の修正)o言語的処理を十分行い適切な画像を作成できれば,言語的処理
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の役割ほ極小になる(-行動の習熟). Body hnageの投影と考えられる人物画(Draw-

A-Man :以下DAMとする)を例にとれば,過去の身体諸活動を通して,画像的処理系

内に形成されたDAMを完成するための画像が,知覚プールの選択機能により覚醒するo

ただこの画像は出力に際し十分でなく,言語的処理系が必要に応じて修正する｡そして

DAMが出力される｡そこで本研究では,一連の実験を通して, DAM-テスト研究とい

う形式を採ることによって, Body lmageの構造に迫る｡

Ⅱ Body Image-DAM併存的妥当性(実験1)

1. 目 的

実験1では,次の実験2, 3の準備段階として, Bodylmageの尺度とDAMとの相

関の強さを計算することが目的である｡

DAMの基準関連妥当性に関する研究を概観すると大半がDAMの完成度に注目する知

能や学業成績の予謝的妥当性に関連する研究(Scott, 1977)である｡別の大きな流れとし

て,人格投影(Machover, 1949)の研究がある.比較的最近,視覚運動統合(VisualMoモor

lntegration :以下VMIと略す)との関連を強調し,過去の研究で見い出されてきた知能

との相関関係は, VMIを基準にした見かけ上の相関であるとの報告(木船, 1988,真田,

1980)がある. Body Imageの尺度(Ottenbacher, 1981)としての研究はわずかであろ.

これらのDAM研究を振り返えると, ①知的能力 ②人格 ③VMI ④Bodylmage

との関連として要約でき,木船(1988)の報告を参考に図2-1のようにまとめられる｡

環境からの刺激
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Body Image.
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粗大運勤

など

図2-1 DAMを支える4つの因子

DAM完成の重要因子がVMIとBody lmageであり,それらは知能テストで測られる

特性(刺激事態に適応するための自我の能力:滝沢(1971)参照)に支配される｡最終段

階で人格が修正項､として働き,これも自我の能力に統制される｡このDAM出力モデルを

もとにした次の3つの俊説に従い,知的能力と personalityの理論的固定を行う｡更に,

Body lmageが反映している能力とVMIを測定する｡そこで, VMIの変動を統計的に
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固定し, DAMとBody lmageの純粋な相関の程度を計算する｡

① DAMを支える基本的な因子ほ, VMIとBody lmageである｡

② DAMの完成度は3年生位まで直線的に高まる(小林, 1977)｡よって,完成度だけ

に注目すれば人格軒こよる修正は,他の因子に比べて相対的に低いo

③ 知能検査で測られる能力は,直接的にはDAMに関係していない(木船, 1988)0

2.方 法

(1)検 査

a.人物画検査(DAM)

採点は, ①日本版Goodenough法〔以下G法とする〕, ②後述の｢身体部位名称の検査

(Body Parts Naming Test : NTと略す)+に含まれる10項目の存在〔要素的側面とする〕,

③G法のバランスに関する9項目〔バラソス的側面とする:表2-1参照〕の3つを採った｡

表2-1 DAMのバランス的側面の評価項目

♯8

井lo

♯15

胴の長さ

腕脚のつけ方A

腕脚のつけ方B

♯18 脚の割合

♯25 頭の輪郭

#27 腕の割合

♯29

♯31

#34

頭の割合

胴の輪郭

腕及び脚の輪郭

ら. Bender Gestalt Test

VMIの指標の選択に際しては内容的妥当性や被倹児年齢を考慮(Schmidt, 1986 ; Gunn

1966)し, Bender Gestalt Test (以下BGTと略す)を採用した｡

c. Body lmageの尺度

① 身体部位名称の検査(身体に関する言語的な記憶検索)

日本版DAM標準化資料の各採点項目通過率の年齢推移を統計的に滑らかにした｡そ

れをもとに, 〔身体部位の存在に関係し,その通過率が1-3年生で, 25%-75%の水準

にある〕採点項目を抜き出す(表2-2参照)｡検査者が検査者本人の身体部位を示し,そ

の名称が言えるかどうかを個別的に検査した｡ ｢鼻+と｢口+を練習とした｡

表2-2 身体部位名称検査(NT)に用いた身体部位

項目番号

内 容

37 20 22 37 14 35 36 38 41 23

額 瞳 耳 顎 首 肩 肘 掌 膝 超

これらの項目ほ,この年齢群において出現ポテンシャルが高く, DAMの要素的側面の差

を捉えるに際し,感度の高いものである(Simmer, 1985)0

② 微細運動(身体に関する画像に依存する動きのストラテジー)

尺度は, Movement Test S女ills Battery (MSTB)のA塑の下位検査1 -3を用い,辛

先の器用さを測定した｡得点は全被検児の粗点による標準得点に変換した｡また,第4下

位検査は,因子上の問題(Orpet, 1972)で用いなかった｡

(2)被検児と検査日時

山梨県M町立第二,三小学校の1 -

3年生計95名

平成元年5月24日, 6月1日の1-4時限
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(3)検査者

検査訓練の経験のある教職員4人(男3人,女1人)0 DAMに関しては検査者の性に

ょる反応の違いがあるので(Paludi, 1979),検査ほ男性検査者が行った｡

(4)手続き

最初にDAMを行い,次いでBGT, NT,そしてMSTBと順に行った.

3.結果と考察

各検査の単純相関を表2-3に示すo事前に生活年齢の固定を行い, VMIを固定した

DAMとBody lmageの2尺度との偏相関を表2-4に示すo

表2-3 DAM/BGT/Body-Imageの2尺度の相関関係

1
-1

1
-2

1
-3

2 3-1 3-2

1

1

1

2

3

3

-1

-2

-3

DAM/G法

DAM/要素面

DAM/バランス面

BGT

-1部位名称
-2 微細運動

(NT)

(MSTB)

.67 .79
-

.57

49 . 40 . 57

32
.
42 . 47

43 .
39

.
43

-

.34 .56
-

.51

生活年齢との相関係数 .33 .30 ･24 ･52 ･36 ･54

注釈:r<.267は無相関(1%水準)

vMIと生活年齢の固定後のBody lmageの2尺度とDAMとの相関ほ中程度であり,

Body lmageは, DAMを支える因子であることが結論できる｡ DAMの3つの採点法の

表2-4 BGT固定後のDAM/Body-Imageの偏相関

Body-Image DAM/小林法 要素面 バランス面

部位名称(NT) ･27 ･?2 ･30

微細運動(MSTB) . 40 ･
33 ･ 44

(人)

25-

20-

15-

10-

5-

1 2 3 4 5 6 7 8 910(点数)

囲2-2 NTの得点分布

(%)

100 -

80-

60-

40-

20-

領瞳耳顎首肩肘草陰渡

頭慈一寸停幹→下肢(末端)

図2-3 NTの各項目の通過率
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他尺度との相関の差は大きくないが, NTに於て,要素的側面との相関が相対的に高い｡

これは両課題に対して稼動した言語的処理系の両ストラテジーが接近していたためであろ

う｡

NTとDAMとの関係の分析に移るoまず基礎情報としてNTの得点分布を囲2-2に

示すo各項目の通過率を図213に示すム頭部に関してほ,/特殊項目(後述),の｢#2瞳+

を除いてはぼ100%であり,体幹,末端へと通過率が漸減するo

DAMとNTとの反応に関する4つの組合せの全評価数に対する割合を表2-5に示す｡

その割合の不均一性ほ有意である(x2-69.071 df-1
p<.01)0

表2-5 各象限の割合

NT通過 NT不通過

DAM通過 43･ 7% 10. 7%

DAM不通過 25･ 2% 20. 4%

両課題の反応一致の割合ほ64･1%で･不一致より高い(x2-75･604 df-1
p<.01)が,

極めて高くはないoその理由は2つ考えられるo第1に, ｢言えたが描けない+の割合が,

｢言えないが措けた+より高い｡ ｢言う+が言語的であり, ｢措く+が画像的である｡つま

り言語的処理の成果が･未だ画像として定着していない結果であると考えられる｡第2

に･ ｢言えないが措けた+が10･7%あるoこの内容を分析すると,この中の47.5%が,項

目｢#2睦+に集中しているoこれほ･対人関係に於けるeye-contactの必要性による視

覚的経験の相対的豊富さが画像作成に関与すると思われる(Macboverの｢瞳+の解釈参

照)0

次いで,微細運動能力とDAMの手先の完成度との間の関係

るo DAMの手先の完成度を以下のG法の5項目(表2-6参照)

12
-a-i:I

ll ------･=

管lo-･･････-I

●●lヽ

9

8

7

(ビーズ通し)

2 (こぶ し)

3

3
25--･･････-

20 -･･｢

22

20

(囲2-4参殿)を分析す

と｢手と腕の分離+とい

王Mean±1/2SD

sub. 3 (横木うつし)

16-∴

12
0 1 2 3 4 5 6

(mM/手先に関する得点)

図2-4 DAMの手先の完成度と′MSTBの各下位検査との関係
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表2-6 DAMの手先の完成度のための評価項目

項目番号

項目内容

16 28 32 38 48

指 指の細部 指の数 掌 親指

103

う評価項目を設定(手が措かれているが指が措かれていないと0点,一方何も措かれてい

ないのも0点o両者紅は質的違いがある)し, 6点満点で採点したo

囲2-4によると飯説通り DAMの手先の完成度が高まるにつれて, MSTBの得点ほ漸

増している｡参考に,完成度の低いグループ(0-1点:15名)と高いグループ(5-6

点:25名)とのMSTBの各下位検査の差は有意(sub. 1 :t(38)-1.893 p<.05, sub.

2:t(38)-1.949 p<.05, sub. 3 :t(38)-2.648 p<.01)である｡ ｢手先+に限って言え

ば, DAMの特定部位の完成度とその身体部位の機能との間に相互関係が存在する｡

Ⅱ 小学校低学年の児童の経験プーJL･の構造の分析(実験2)

1. 目 的

画像的または言語的な情報呈示後の児童のDAM修正の様子を分析し,画像的処理系

と言語的処理系のDAMに対する働きかけの様子を明らかにすることが目的であるo

2.方 法

(1)被検児と検査日時

山梨県M町立第一小学校1 - 3年生計128名｡

平成元年10月3, 4日の1-4時限｡

(2)手続き

画像情報呈示に際し,児童画によく見られる直立像とそれから逸脱したものの2つを用

意したo DAMに出力される心的画像は,知覚される画像と類同約であるという優説(イ

メージ論争参照)に則り,前著は児童内部の画像に近いものであり,後者はそうでない

(与えた情報と心的画像の問に干渉が起こる)といった観点であるo 2人の検査者に対し,

被検児20名前後単位で一斉に行った｡検査の洗れは以下の通りである｡

① DAM-ソドブックに従い｢男の子+を描かせる｡

②-a 動的画像情報呈示群(41名)

図3-1動的画像情報

A.:Ff..>>>

.萄
㌢

i

義
:.革

図3-2 静的画像情報
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DAM回収後, B5版の動的人物シルエット画(図3-1)を5分間観察させ

る｡言語的指示ほ与えないように留意した｡

②-b'二‡静的画像情報呈示群(40名)

同様に静的人物シルエット画(図3-2)の観察o

②-c 言語情報呈示群(47名)

DAM回収後, NTの10項目を検査者が自分自身の身体を指し｢ここは･--

ですね+と部位とその名称を照合させる｡照合時間は5分である｡

③ 再びDAM-ソドブックに従い｢男の子+を措かせる｡

3.結果と考察

麦3-1各情報呈示によるDAMの変化の度数と百分率

DAMの変化 ＋ F 土O l l不均-性

画倣情報

(動的)

20 (48.8)

21 (51.2)

15 (36.6)

10 (24.4)

6 (14.6)

10 (24.4)
p<.

01

p<. 10

画像情報

(静的)

19 (47.5)

15 (37.5)

13 (32.5)

17 (42.5)

8 (20.0)

8 (20.0)
p<. 10

n.S.

言語情報 37 (78.7)

21 (46.7)

8 (17.0)

15 (31.9)

2 (4.3)

ll (24.4)
p<. 01

n.S.

注釈:上段は要素的側面の変化,下段はバランス的側面の変化

表中の数値は人数で, ( )内ほ各群に対するその百分率

各情報によるDAMの変化の様子を表3-1に示す｡どの群も要素面は比較的よく改善

されているが,言語群が動的(x2-8.833 df-2
p<.05)および静的画像群(x2-9.088

df-2
p<.05)より有意に優れる.画像両群間には差はない(Z2-o.196

df-2
n.s.).即

ち,言語情報は,言語的処理系のDAM修正的機能をより高めたと考えられる｡参考に,

より変化の大きかった言語群のDAMの要素面修正の様子を分析する(図3-3参照)oそ

れによると,顔の詳細(前半5項目)に比べて体幹･上下巌(後半5項目)にその儀正が

偏っている(X2-19.059 df-1
p<.01).つまり,この年齢の子供達の言語的処理系の視

点は,体幹､･上下肢の詳細な部位記述に集まっているのでほないのだろうか｡

各情報によるバラソス面の改善はわずかである｡また各群の差ほ全く認められなかっ

(度数)

15

10
(言薄情報群)

豊5-
0

実-5

領 瞳 耳 顎 首 有 卦 掌 膝 鐘

図3-3 言語情報群の要素的側面の各項目ごとの変化の様子
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た.この結果(絵全体の様子に大差がない)から,低学年児童の画像的処理系内の画像は

安定であり,大きな変化ほ難しいと考えられる｡乱統計的には言えないが･動的画像群

と静的画像群の差を考えると,その前者の修正率が佼説に反してわずかに高い.この結果

紘,心的画像と知覚事象(つまりDAM)とが全くの別であることによると考えられる｡

Ⅳ 幼児の経験プールの構造の分析(夷験3)

1. 目 的

実験2から小学校低学年では,身体全体の固有の画像は安定していると結論したoで

紘,それ以前の幼児の画像ほ柔軟なのか｡つまり.適切な情報が言語的処理系の修正機能

杏高め,幼児がDAMのバランス面を容易に修正するのではないかという伝説を検証す

ることを第1の目的にするo尚, 1枚目のDAMを見せながら情報呈示する群(KR群)

と実験2と同様の群(non-KR群)とに分ける｡ KRは,画像修正に関する心的労力を記

憶などを不必要とすることで軽減することである｡この軽減効果の分析を第2の目的にす

る｡

2.方 法

(1)被検児と検査日時

横浜市緑区S幼稚園の園児50名(年少15名.年中16名,年長19名)0

平成元年11月27日-12月12日の全12日間｡午前8時30分-9時40分｡

(2)検 査

a. wppsIの下位検査〔幾何図形〕

描画能力が平均から大きく逸脱している子供を分析から除外するために用いた(実際に

除外したのは全てで不通過の1名であった)0

b. DAM

バランスの評価は前実験と同様｡要素的側面の評価に関しては,小学生サンプル用に高

感度の項目を抽出した方法(Simmer, 1985)に準拠した(表4-1参照)0

表4-1要素的側面に用いる9項目

項目番号

項目内容

7 11 11 9 5 14 6 16 4

髪 膚 陸 鼻 口 首 腕 指 脚

(3)手続き

実験2と同様に言語情報群と画像情報群を設定したo言語情報として,表4-1に記した

9項目を呈示した.画像情報は静的画像(図3-2参照)を用いた.更に各静に於けるKR

群もnon-KR群も, 2枚目作成に際し, 1杖目のDAMを回収した後に行ったo DAM

検査ほ,本論文作成者が予備実験とは別の日に,静かな部最で2-4人単位で行ったo

3.結果と考察

情報による各群のDAM修正結果を実験2と同様に表412･に示す.統計的紅不均一性

が認められ,修正(表中の＋)が行われた率の高い群は,言語情報両群の要素面と言語
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表4-2 各情報呈示によるDAMの変化の度数と百分率

DAMの変化F ＋ l 土O l l不均一性

画倣情報

(non-KR)

3 (27.3)

5 (45.5)

6 (54.5)

3 (27.3)

2 (18.2)

3 (27.3)

n. ら.

n.S.

画像情報

(KR)

3 (20.0)

10 (66.7)

9 (60.0)

5 (33.3)

3 (20.0)

0 (0.0)

p<. 10

n.S.

言語情報

(non-KR)

12(100.0)

5 (41.7)

0(0.0)
7 (58.3)

0 (0.0)

0(0.0)

p<.
01

p<. 05

言語情報

(KR)

9 (81.8)

7 (63.6)

2 (18.2)

3 (27.3)

0 (0.0)

1(9.1)

p<. 01

p<.
10

注釈:上段は要素的側面の変化,下段はバランス的側面の変化

表中の数値は人数で, ( )内は各群に対する百分率

KR群のバランス面である｡画像群ではいずれも修正の比率は有意にほ高くない｡

各群間のDAM修正の債向の差の様子を調べる｡検定(Ⅹ2検定)結果を表4-3に示す｡

要素面の変化ほ, non-KR群もKR群も言語群が実験2と同様に優れている｡言語群で

はKRの効果は認められないが,画像群ではKRの効果がわずかに認められる｡

これらの結果から次の2つが考えられる｡第1に,条件差が明確ではない,つまり呈示

情報が経験プール内の情報源を変化させる速効性を持たないということから, (課題の困

難さも関係しようが)これらの呈示情報と経験プール内の情報とほそもそも性質が別であ

ることが考えられる.また,絵を措き始めて間もない幼稚園児も画像系に安定的な固有の

情報(画像)を持っていると考えられる.第2に,画像群でバランス面にKR効果が生

じたのほ,与えられた画像情報が経験プール内で認識されるのによ`り深い処理が必要であ

ることの表れでほないのだろうか｡つまり画像的処理系が言語系より深いところにあると

いう実験2の結論と一致する｡

表4-3 各群のDAMの変化比率の比較の検定結果

比 較 対 要素面 バランス面

画像non-ER vs

言語non-KR vs

画像non-ER vs

画像ER vs

画像KR

言語KR

言語non-KR

=# KR

n.s. <(＋)
n. S. n.S.

<(**) n. s.

<(**) n. s.

注釈:df-2 **p<.01 ＋
p<.10

実験2と同様に要素的側面の項目ごとの修正度の違いの懐向について分析したが,実験

2のよ.うな劇的債向ほなかった｡つまり,人物像を措き始めて間もない幼児にとって,よ

り良い画像を沈澱させる為,どの項目も言語的処理系の焦点になっている｡

最後に,小学生と幼稚園児の比較に移る｡小学生サンプルでは言語情報群と静的画像群
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杏,幼椎園児サソプルでほ言語情報non-KR群と画像情報non-KR群を抜き出し条件を

そろえた.比較結果(X2検定による比率の懐向の差の倹定, df-2)を表414に示す｡結

果は,俊説に反してほとんど両サソプル間に差はなく,わずかな差は倣説とほ道に小学生

の優位であっ■た｡この結果からも,形成された画像の安定が示めされるo

表4-4 両サンプルの比較

言語情報群 画像情報群

要素的側面 78. 7/100.0 (n.s.) 47･ 5/27･ 3 (n･s･)

バランス的側面 44.7/ 41.7 ( ＋ ) 37･5/45･5 (n･s･)

注釈:表中の数値はDAMを修正した子供の人数の百分率｡

小学生/幼稚園児の塀に表示してある

参考に,画像情報群の修正度にほ,国を認知するといったVMIがある程度反映される

のでほないかと考えられたため分析を行った｡その結果を表4-5に示す｡

表4-5 画像情報群のDAM修正度とVMIの関係

修正度 各群の被検児のVMIのSS 中央値

-1

±0

＋1

＋2-

10, ll, 19

6, 6, 7, 10, 12, 13, 15, 16

8, 8, 10, 10, ll, 12, 12, 13, 14

ll, 12, 13, 16, 16, 17

ll

12

ll

145i

注釈:SSは〔平均10,標準偏差4〕の標準得点

中央値の差の検定の結果, 【＋1群】に対して【＋2以上群】はわずかに優れる(X2-

2.963 df-1
p<.10)が他は有意差なし.これらの結果から,

Bodylmageの処理とVMI

とほ独立であるといった佼説に一致するところである｡

Ⅴ 総合考察

これら一連の実験から導き出されたことから, DAMに投影されるBody lmageとほ

DAM

output

刺激

inpuf

J忘
1ー

像的処理系

②修正の要請

②入力の際の抵沈

鐘験プール -･･-･-････-･･--････-･･-

言'語■的処理系

feedb a ck

図5-1画像的処理系と言語処理系の相互関係
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何かといった疑問に当初の倣説モデルを中心にひとつの終止符を打ちたい｡

微細運動と関係し,他の身体諸活動とも関係していようBodylmageの経験プール内の

情報が, DAMに投影されているのほ確かなようである｡また,身体的諸活動の依り所に

なる"画像”ほ生体内の処理系の深部に安定した形で存在するo一方,その安定さは実験

3の画像KR群の優位という結果により,次のような原因(図5-1参照)によるとも考え

られる｡刺激に対して画像が対応できないと,言語系は画像修正を要語される(国中①)0

その作業結果が画像的処理系にfeedbackされるが,処理が十分でないと画像的処理系に

到達する(国中②)ことも難しいと考えられる｡この一連の処理はVMIと独立である｡

ただ,実験1のNTとDAMの微妙な差や,実験2と3の画像情報に対する児童の反

応の鈍さといった結果から,経験プール内に存在する心的画像とDAMという知覚でき

る画像とは類同約ではないようである(Pylysbyn, 1973)｡よって,

を見て, ｢バランスが悪いから心的画像も歪んでいる(小林, 1988

安易に解釈することは危険であるo

B:0 D Y

CODE la

IM･AG E=･･

CODE 2a

BLACK BOX

CODE lb

CODE 3a

BLACK BOX

CODE 2b

(自我)

子供の措いた人物画

古畳, 1988)+などと

CODE 4a

BLACK BOX
･

BLACK BOX

CODE 3b CODE 4b

●

l

l
●

l

l

l

l

l

l

l

DAM 微細運動 身体缶位名称の呼称 身体持運動

因5-2 Body lmageからのコードとDAMに直接反映するコードの違い

これら二者の"画像”軒こ違いが出る根本理由を以下のように考えるo知能を新ためて

｢刺激場面に対し適応するための"自我のコンピテンス”+と捉えれば,そのカが｢人物像

を措く+といった"刺激場面''に対して働き, Body lmageから出力された信号を,実際

の出力に耐え得るレベルに落とすために"ある方法(-black box)''を用いて,適宜変換

しているのだろう｡つまり,環競に対する自我のコンピテンスがBodylmageを方向づけ

る大きな田子になっているoただ,この力こそが,研究当初に理論的な固定をしたはずの

"personality''と重なる｡なぜなら,これが｢このような刺激場面でほ, ･--したい+と

いう人を特徴づける"personality''を生じさせる(Rosenzweig, 1962)からである｡よっ

て,当初に示したDAM出力モデルの｢知的能力+と｢personality+とを統合する概念

として"自我”という表現を使い,図5-3のようなモデルに修正しておくのもまた妥当で

あろう.このモデル従うと,本質的な"心的画像''は自我の最深部に存在(水島,小川,

1984)し,それが出力される画像の源になっている｡その心的画像は下位処理系の力を借
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環境からの刺激

表 層

VMI

(sub rout ine)

l ■-1＋

I
-IHl

妻深 層;

● ｡-----一一 l

(rnain
･foutine)

BODY IMAGE

(subroutine)

109

DAM

囲5-3 別観点V_よるDAM出力モデル

りて,深層から表層-,そして出力-と様々な形に変換される.

本研究の反省を踏まえながら,このモデルに従って実験2と3で導いたDAMの変化

を捉えなおすと,それほより表層の心的画像の修正のレベルであったと考えられる｡換育

すれば,本研究で与えた画像なり言語なりの情報が,自我の根底に到達したとは考えられ

ず,あくまでも条件づけで行われるような学習レベルであったということである｡そのひ

とつの根拠として,与えた情報が自我の根底に到達していたのであれば, DAMの変化が

もっと観測されたほずだからである(実験手続きの弱さもあるが)｡自我が,刺激を｢こ

れは取り込むべき+と"共感''して初めて,根底の心的画像を修正するであろう｡本質的

に, Body lmageといった心的画像を改善するには,換言し,子供の自我の"共感''を得

るためには, (当り前だが)日々の粘り強い接触が大前提になるのであろう｡

本論でほ,健常児サンプルによるテスト研究という形式で,その平均像を明らかにすべ

く"Body lmage''といった心的画像にアプローチした｡今後の課題としては,実際に指

導する子供を前にした``Body lmage”へのアプローチである｡このような研究の重要性

の指摘を行い実際に指導を行っている研究(M00re, 1981)もある｡特にその歪みを指摘

される障害児による考察を行ってみたい｡ ｢なぜ上手に身体をコントロールできないのか+

といi,た特殊諸学校在籍の子供達の持つ問題に,身体的諸活動の出発点である｢"画像”

の形成とその出力+といった視点で取り組んで行きたいと思う｡
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